
ご経歴

―安藤さんはいつ頃、男性の育児

参加を考え始めたのですか？

高度経済成長期の1962年生まれ

で、専業主婦家庭で育ちました。小

学５年生の頃に、親が共働きの友達

の家庭と比較して雰囲気や家事の分

担が随分違うなと気づき始めまし

た。わが家では父親の母親に対する

モラハラに接し随分悩みました。

キッチンで泣きながら食器を洗って

いる母親の声を自分の部屋で布団を

かぶって聞いていたことがよくあ

り、中学生になると父親に食ってか

かったことも。母親に「何であんな

人と結婚したの？」と無下な質問を

した記憶もあります。その頃、ビー

トルズに出会いました。ジョン･レ

ノンとオノ・ヨーコにショーンが生

まれ、ジョンが音楽活動を４年間休

止して、育児・家事をするという宣

言をしました。今でいう育休です

ね。衝撃を受けました。それから

ロックミュージックにのめり込み、

自分も将来家庭を持ったら、ジョン

みたいに働くだけじゃなくて、育児

や家事を楽しむ父親の姿を子どもに

見せたいなと、思うようになりまし

た。

1985年に大学を出て出版社に入

り、20代は給料は右肩上がりだっ

たので、夜中まで働きました。その

後バブル経済が崩壊し状況は一変。

それからは自分のキャリアデザイン

を考え直しました。僕は９回転職し

ています。会社に入って終身雇用で

定年まで働く自分の父親世代のよう

な生き方はしたくないなという思い

でやってきました。

1997年、35歳で結婚し、生まれ

る子は女の子とわかり、僕のパパス

イッチが入りました。ネットもない

時代。父親が何をすればいいのかと

いう情報も殆どない。母親向けの育

児書を読んで予習をしていました。

でも自分は男兄弟で育ちましたか

ら、女の子って何して遊べばいいの

か分からない。当時、僕は本屋の店

長をやっていたので「そうだ絵本が

いい！」と思って、生まれる前に

100冊の絵本を買って誕生を待ちま

した。生後６か月、首が据わってお

座りできるようになった頃に、松谷

みよ子さんの『いないいないばあ』

をファーストブックとして読み始め

たら、娘がきゃっきゃっと笑って反

応して。ハマりましたね。娘とのや

り取りが楽しかったし、絵本は子ど

もの脳の成長につながるんだなと分

かったので毎晩欠かさず２冊ずつ娘

に読みました。絵本は娘との最強の

コミュニケーションツールでしたね。

NPO 法人ファザーリング・ジャパン　
代表理事・ファウンダー
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だけど、それを毎日やるには早く

帰らないと無理だなと思うように

なったんです。ワークライフバラン

スの目覚めですね。仕事の効率を上

げて早く帰り、なるべく育児にコ

ミットしていく。育児は義務ではな

くて楽しい権利なんだということに

気がつきました。最初は苦労しまし

たが、だんだん肩の力が抜けて上手

く出来るようになりました。

２人目の子どもが生まれた以降、

僕はNTTドコモ本社や楽天本社で

グループリーダーや管理職をやって

いましたが、日本は働き方を変えな

いと女性活躍は進まないし、男性の

育児参画も伸びないと実感していま

した。妻は出産後も仕事を続けたい

という人だったので、保育園のお迎

えは僕が行き、ご飯をつくってお風

呂に入れて絵本で寝かしつけをやれ

ば妻が残業できたり、それによって

キャリアが伸びるんじゃないかとい

う思いもありました。わが家はその

後３人目の子が生まれましたが、妻

は産休・育休を取って復帰し、今は

務めている大企業で事業リーダーに

なっています。男性が家庭での役

割、つまり家事育児をすることで女

性の社会活躍につながっていくんだ

なと実感しています。

2005年頃から児童虐待、DV、

家族間殺人、引きこもり等、ドメス

ティックな問題が噴出してきたよう

に思います。2006年６月に奈良で

起きた長男放火殺人事件。原因は父

親の教育虐待。成績が伸びなかった

高校生の息子が苦痛や恐怖、屈辱か

ら逃れたいと、家に火を放って継母

と異母弟妹の３人を殺してしまいま

した。当時、僕は六本木ヒルズで働

いていて、ネットニュースでその事

件を知り「日本の多くの父親たちの

考え方や言動を変えないと、また子

どもたちが犠牲になってしまう」と

強く思いました。出世レースから下

りられないお父さんたちをヒルズで

も見ていましたから、父親を支援し

「笑っているパパ」を増やすことで

色々な社会の課題が解決していく

のではないかと考え始め、それが

「ファザーリング・ジャパン」の事

業構想につながっていきます。

2006年に東京で NPO を立ち上

げ、翌年に楽天を辞めた以降は父親

支援という事業として、パパ向けの

講座をしたり、本を書いたりという

ことをやってきました。そして、

2010年に「イクメン」という言葉

が流行語大賞に入ったことで、一気

に男性の育児が可視化されました。

その頃は僕の一番の繁忙期で、全国

の自治体や企業で年間300回程、父

親向けの講演やセミナーをしていま

した。

北欧から学んだこと

思い返せば、僕がパパになりたて

の頃は男性トイレにはおむつを交換

するベッドがありませんでした。多

目的トイレもまだない時代。僕はト

イレの個室に入って便器の蓋を閉め

て、そこに娘を寝かせておむつを替

えていました。狭いので動いた娘を

１回落っことしたことがあります。

そのとき便まみれの手を見ながら

「日本って父親の育児になんて未整

備なんだろう!?」と痛感しました。

同時に、当時もたくさんいたであろ

う父子家庭のお父さんは、どうして

いるんだろうと思いました。

当時は、職場でも父親が育児をす

ることの難しさを感じていました。

子どもの具合が悪い日の朝、「保育
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園に預けられないから今日は看護 

で休みたい」と電話したら、「それ

は母親の仕事でしょう？」と上司に

言われ、日本は遅れていると思いま

した。

そんなモヤモヤを解消したくて、

北欧の子育ての本やオランダのワー

クシェアリングの本を読み漁りまし

た。北欧やオランダでは男性も女性

も育児をして、女性が政治家や官

僚、経営者等として活躍している

し、女性が社会で活躍することで生

産性やGDPが上がっている。男性

も仕事だけではなく、子育てを通し

て家庭や地域での居場所を見つけて

QOLが上がっている。ジェンダー

ギャップを解消する政策を施してい

る国は出生率も回復傾向になる。と

いうことを知りました。

男性の育休は社会を変える
ボウリングの１番ピン

日本でも男性の育休が普通になる

と、父親育児の推進によって女性活

躍や働き方改革も進み、経済や出生

数も好転し、社会はより良い方向に

変わると思っています。男性の育休

は、ボウリングでストライクを取る

ために最初に倒さないといけない１

番ピンなのです。

男性も愛情がなくて育児をしない

のではなく、古いコンピューターと

同様にOS（基本的なソフトウェア）

が古いんです。僕もそうでしたが、

専業主婦家庭で育ち、学校でも家庭

科教育を受けていない世代の男性は

男女の性別役割意識が昭和のままだ

から、家庭を持っても「俺は仕事だ

けして稼いでいればいいんだ」と

思ってしまう。これを「大黒柱神

話」というんですが、逆に多くの女

性側にも母性神話的なものが根強く

あって、育児は母親のほうが向いて

いるとか、父親にやらせてもろくな

ことがないと思ってしまうと、男性

が育児や家事に関わるチャンスを奪

うことになるんです。これは「門番

としての母親」といって、アメリカ

やカナダの父親支援でも大きなテー

マになっています。ですから日本で

も男女ともに、まずは意識のOSの

アップデートが必要なのです。

女性だけに今までのような育児・

家事の負担をかけ、「仕事もするべ

きだ」という女性活躍論では、なか

なか社会は変わりません。それでは

男性の働き方に合う人しか活躍でき

ないので、子育てや介護など家庭に

事情がある人には、どだい無理な話

なのです。それを解決するには、男

性も含めて残業ありきの働き方や休

み方の改革をする必要があります。

また、男性も家のことが好きだとい

う人もいるわけで、誰もがジェン

ダー（社会的性差）に縛られずにや

りたいことができ、親が笑って人生

を送れて子どもが健全に育つ家庭や

地域・社会をつくっていかないと…

と、ずっと考えています。少子高齢

化の現状をみると、日本は待ったな

しの状況。そこに今コロナが来てい

て出生数がまた減るでしょう。で

も、コロナで男性の意識が少しずつ

変わり始めている兆候も見られるの

で、働き過ぎの父親たちにはコロナ

はピンチじゃなくてチャンスと捉え

たほうがいいと言っています。

子どもの自己肯定感の低さ、
熟年離婚

ファザーリング・ジャパンでは日

本で初めて「父親学校」（ファザー

リングスクール）を2009年に始め

ました。これが今は色々な自治体で

開催されています。コロナなので最

近はオンラインで開催。４つのクラ

ス（①産前、②乳幼児期、③イヤイ

ヤ期、④思春期）に分けて開設した

ところ、全クラスが満員になりまし

た。スクールで教えているのは、父

親の育児の意義やメリット、そして

育休などワークライフバランスの実

践法です。

母親の家事育児負担が重いまま 

だと、よくあるケースですが夫婦関

係が悪化したり、子どもとの関係が

築けず、父親にとって家庭が「ア

ウェー」のような状態になってしま

う。アウェーになった素敵なマン

ションを35年ローンを組んで買っ

ているのは誰ですか？と。早く帰り

たくなる「ホーム」にするには、男

性も家庭で時間や体力を使わないと

無理だよね、という話からスクール

は始まります。

パパたちにはまず「危機意識」を

持ってもらいます。子どもの前でや

る「面前DV」は子どもの心に悪影

響が出ちゃう虐待行為なんだよと教

えます。誰も離婚しようと思って結

婚している人はいないはずなんだけ

ど、家庭を顧みず仕事だけしていた

り、家にいてもスマホばかり見てい

ると、夫婦不和から家庭内別居、そ

して離婚に至ってしまう。そういっ

た子育て家庭をたくさん見てきまし

た。ハッピーになりたくて結婚し、
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子どもをもったのに何でこうなるの

か。原因は能力の問題じゃなくて

OSが古いんだよ、と伝えます。

また母親による子どもの虐待はい

ろいろ複雑な原因が絡まり合って起

こりますが、「夫が育児に協力して

くれない」「夫婦の仲がよくない」

という理由もあり、そこは夫次第で

変わっていくのではないかと思って

います。

さらに、内閣府のデータによると

日本と韓国の10代の子どもは自己

肯定感、自尊感情が欧米に比べると

相対的に低くなっています。両国と

も男性の長時間労働、受験戦争、企

業鬱病が多いといった共通項が見ら

れます。日本の10代の子どもの死

因の上位に自殺が入っています。し

わ寄せが子どもたちに行くわけで

す。大人たちを見て、子どもが未来

に希望を持てる社会にしないといけ

ないと強く思います。

「オランダは子どもが世界一幸せ

な国」とされていますが、その背後

にあるのは、母親の幸福感であり、

子どもファーストな価値観や共働

き、ワーキングシェア等、多様な働

き方を認める社会の仕組みです。

日本で増えている「熟年離婚」の

原因も実は産後にあると言われてい

ます。出産直後から乳幼児期におけ

る夫の協力度合により、老後の夫婦

関係に大きく差が出るらしいので

す。非協力な夫とは夫婦関係が冷え

切ってしまい、子どもが自立した

後、特に夫の定年退職後に熟年離婚

を食らってしまうのです。社会的に

地位のあった男性が熟年離婚される

と、「自分は家族のために一生懸命

働いたのに、何でこんな目に遭わな

きゃいけないのか」と言いますが、

彼らは仕事だけして妻の心のケアは

何もしてこなかった。その答えが熟

年離婚なのです。

Q1 a

Q1 b

我が国と諸外国の若者の意識に関する調査 （平成 30 年度）第２部　調査の結果（第 1 章　人生観関係）
日本の若者は他の調査対象国の若者に比べて「そう思う」などの意識が低く、「そう思わない」などの意識が高くなっ
ている。
出典： 内閣府ホームページ 

（https://www8.cao.go.jp/youth/kenkyu/ishiki/h30/pdf/s2-1.pdf）
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父親の育児参加は子どもの
発達を促す

父親学校では、次に、父親が育児

に関わるメリットを伝えます。

まず、夫が協力的だとパートナー

のストレスが軽減されます。ママの

子どもへの養育態度がよくなって、

子どもの情緒も安定します。子ども

も笑っているママが好きですよね。

次に、夫の協力があれば女性も育

児をしながら就労が続けられて、結

果家計収入も伸びます。ハイブリッ

ドエンジンのように「稼ぐエンジ

ン」を２つ持っていたほうが結局、

燃費がよくて遠くまで行けます。家

計のリスクヘッジになりますね。あ

と、夫婦関係もまちがいなく良くな

りますから、パートナーシップも強

化され、子育て期の離婚や熟年離婚

も起きません。

以上が家族のメリットですが、育

児家事に関われば男性自身の人生も

豊かになっていきます。家族との良

好な関係があれば仕事にも精が出ま

すし、仕事に有効な能力を身につけ

ることが出来ます。また生活力がつ

けば子どもの看護や、もし妻や親が

要介護になってもちゃんとできるで

しょう。また、地域活動にも関わっ

て欲しいですね。僕は PTA 会長も

やったので、地域でパパ友が増えま

した。そうすると、老後も地域で楽

しく新しいことができますよね。

こういったメリットを父親学校で

伝えると、皆さん気付きをもっても

らえることがよくあります。ただ

「育児しなさい」「やるべきだ」とい

う強制ではなく、「やると、こんな

にいいことが待ってるよ」という風

に伝え、本人が自分で「パパスイッ

チ」を押すことを促すことが父親支

援のコツです。

駄目押しで、世界の学術調査で 

こ こ 10 年 ぐ ら い で「The Father 

Effect（お父さん効果）」というの

が進んできて、父親の参加が増える

ほど、より子どもの発達成長によい

という研究結果が出ているよ、とい

う話をします。

日本でもようやく成育基本法がで

きて、母親任せではなく父親も子育

ての主力プレーヤーなんだというこ

とが入りました。今後、厚生労働省

が父親支援事業にもっと力を入れて

くるでしょう。

中小企業で男性育休100％の企業

もたくさん知っていますが、生産性

が上がって業績が伸びたり、IT 化

が進んだりと色々いい成果が出てい

ます。だから、男性の育休は企業改

革の１番ピンでもあるです。

―　男性弁護士もせめて１週間で

も育休を、と思いますけれども、そ

れ以前に毎日子どもが寝る前に帰っ

て本を読んであげようとか、そうい

うことからでよいので始めることが

大事ですね。

生産性を上げて短い時間で同じ成

果を出し、家族で夕食が食べられる、

それが当たり前の社会にしたいです

よね。そうなればワークライフバラ

ンスという言葉はもう要りません。

プレパパ世代、イクボス

―　40歳以下の家庭科男女共修

世代
※1

は上の世代とは意識が違うと

聞きます。

最新の意識調査では20代男性学

生の８割が将来子どもをもったら育

休を取りたいと答え、女子学生も９

割が自分の夫に育休を取ってほしい

と答えています。そのためには意識

改革だけでなく、めり張りのある働

き方をすることも重要です。知人が

社長を務める中小企業（建設関連）

では残業ゼロ宣言をし、夕方４時以

降は新しい注文は受けないと決めた

会社があります。社長が取引先に説

明して回り、最初は少し売上が落ち

たけれど、しばらくすると、取引先

が４時までに注文を出すように変

わったそうです。売上確保のために

注文を全部受けちゃうから社員のほ

とんどが長時間労働になって、ワー

クライフバランスが崩れ、家庭や健

康が破壊されていくというパターン

がこれまでほとんどです。かなりま

ずい状態になった父親たちから「会

社が変わらない」「上司の意識を変

えるにはどうしたらいいか？」とよ

く相談を受けます。経営側にはイク

ボス的な多様性を重視した業務マネ

ジメントが求められていると思い

ます。

※1		 1993年に中学校で、1994年に高校で
家庭科の男女共修となった。
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生活者目線は業務にも 
プラス

男性育休100％で有名な積水ハウ

スは、2018年にイクメン休業制度

を独自につくり、３歳未満の子ども

がいる男性社員は１か月以上の育休

取得を推進するとしました。最初は

社内でも相当抵抗があったらしいで

すが、３年経ったいますっかり定着

しています。みんな取るし、給料も

保障されているので不安がなくなっ

たのですね。また仕事にも良い影響

が出ているそうです。例えば、育休

を取った男性設計士が描いた図面を

見せながら、「リビングと和室の１

センチの上がり間口は１歳児にとっ

て危険ですよね」という話をする。

依頼主は感心して他社より見積額は

高くても積水に発注する。実際、支

店長クラスでも１か月の育休を取っ

ていますが、対前年比の売上は上

がっているそうです。男性も生活目

線を持つことで自社の商品やサービ

スの質を向上させ、売上にも寄与す

るんです。

今は産後１週間ぐらいの育休を取

る男性が増えています。ただ、１週

間だと職場全体の働き方改革に繋が

りません。本人だけがその前後に普

段の倍くらい残業して頑張っちゃう

だけだからです。例えば、１か月

間、支店長や課長が育休でいなくな

ることを想像してみてください。そ

うなると、少ない人数で業務を回さ

ないといけなくなるので、無駄な会

議とか報・連・相も少なくなります

し、会議が減れば資料も減ります。

そもそも会社に行かなくていい仕組

みとして IT 化、テレワークが浸透

したりします。つまり本当の働き方

改革が進むんですね。経営者に言い

たいのはこのことです。会社全体の

業務の見直しにつながり、生産性が

上がるという効果が出るし、また上

司がいない方が部下は育つというこ

ともあって、若い世代が成長する機

会なのだということです。

また、男性育休を増やすことは会

社のイメージを変えるチャンスです

し、それが社会に伝われば新卒採用

にも良い効果がでます。中小企業で

男性育休が当たり前のところは事

実、採用に困っておらず辞める社員

も少ないので人材不足に陥っていま

せん。なので来年以降、法律も変わ

りますし、早めに社長が100％宣言

をして推進したほうが来期の新卒採

用にもいいんじゃないですかと言っ

ています。

しかし、ただ単に社員のライフに

寛容であるだけ、優しいだけがイク

ボスではありません。部下の成長を

期待して育てることも重要な役目な

のです。僕も企業で管理職だったこ

ろ実感しましたが、「子育ては部下

育てと同じ」なんです。個人の権利

主張だけがまかり通る職場ではチー

ムワークも生まれないし、本人も成

長しません。ボスは常に本人のキャ

リアビジョンを聞きつつ、仕事以外

にやりたいことがあればそれを認め

応援する。ただし、仕事では限られ

た時間の中で成果を出すことを促

す。メリハリを持って働く。この事

を言い続ける必要があります。そう

すると部下の心理的安全性は高くな

るので、ワークライフバランスも上

手くいって仕事へのモチベーション

も上がるのです。

―　弁護士は色々な人の色々な人

生に関わるので、子育ても含めて人

生経験が全部業務に役立つと思って

います。

子育ては日々限定

―　今は忙しいけどいつかやりま

すというのは誤りで、３歳のときは

３歳のときの、５歳のときは５歳の

ときの楽しさがあるんだから、その

ときを味わわなくてどうするんだと

いうご指摘に、子どもが大きくなっ

た今になって実感します。

ファザーリング・ジャパンの様々な活動で「内閣総理大臣表彰」を授賞しました。

平成 30年度
内閣府主宰の『子供と家族・若者応援団表彰～子育て・家族支援部門』にて、「内
閣総理大臣表彰」を授賞
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子育ては日々、期間限定ですよ

ね。親子であることはずっと変わら

ないけれども、一緒にお風呂に入っ

たり、一緒に旅行できる蜜月期とい

うのはあっという間に終わってしま

います。

間接育児

―　お母さんを支えることで間接

育児になるというご指摘にすごく共

感しました。１人目を出産して初め

ての育児で一杯のときに、夫が帰っ

てきたら愚痴とか聞いてほしいし、

聞いてもらうだけですごく楽にな

る。うっとうしそうに聞かれたら、

こっちもしんどくなります。

ママの「幸福感」が大事です。赤

ちゃんの世話は大変ですが、ママが

安心して子どもを慈しみ笑顔で向き

合えるようになることが子どもの発

達にとって重要です。毎日乳幼児と

いるママの悩みのストレスは相当な

ものです。そんなとき仕事から帰っ

たパパがママの話を聞いてがんばっ

ているママを肯定してあげる。それ

だけでも精神的にケアされ、ママは

翌日笑顔で子どもに向き合えるんで

す。仕事が忙しくて子どもに関われ

ないと言ってるパパもこれなら出来

ますよね。

第二子出生率と夫の育児参
加、妻の就労率

―　夫の家事や育児の時間が長い

ほど第二子以降の出生割合が高いと

いう調査があると聞きました。

厚生労働省が2011年に行った調

査で、子どもがいる家庭の夫の休日

の家事・育児時間別に見た８年間の

第二子以降の出生の状況を調べてい

ます。休日に夫が６時間以上家事・

育児をやっている家庭の第二子出生

率は67％。週末に夫がほとんどゴ

ルフに行っちゃうとか、家の事をや

らない家庭では出生率9.9％でし

た。この調査が出たので、国も少子

化社会対策大綱に男性の育児参加を

入れました。

女性の就労率と出生率の関係性を

見ても、女性が子どもを産んでも働

き続けられる国ほど出生率は伸びま

す。日本、イタリア、スペイン等は

母性神話というか、家の事や子ども

の事は母親がメインという文化の考

え方がまだ根強いので、父親の育児

参加がなかなか進まず結果少子化 

傾向の原因の一つではないかと思い

ます。

パパ講座

―　ファザーリング・ジャパン関

西でも、パパ講座をされているんで

すね。

育児に関われなくて家で居場所 

をなくしている父親たちは、知らな

かったが故にボタンを掛け違えてい

図５ 夫の休日の家事・育児時間別にみたこの８年間の第２子以降の出生の状況

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総 数

家事・育児時間なし

２時間未満

２時間以上４時間未満

４時間以上６時間未満

６時間以上

注:1)集計対象は、①または②に該当し、かつ③に該当する同居夫婦である。ただし、妻の「出生前データ」が得られていない夫婦は除く。

①第１回調査から第９回調査まで双方が回答した夫婦

②第１回調査時に独身で第８回調査までの間に結婚し、結婚後第９回調査まで双方が回答した夫婦

③出生前調査時に、子ども１人以上ありの夫婦

2)家事・育児時間は、「出生あり」は出生前調査時の、「出生なし」は第８回調査時の状況である。

3)８年間で２人以上出生ありの場合は、末子について計上している。

4)総数には、家事・育児時間不詳を含む。

出生あり 47.4 出生なし 52.6

9.9 90.1

25.8 74.2

48.1 51.9

55.3 44.7

67.4 32.6

「第 9 回 21 世紀成年者縦断調査の概況」
出典： 厚生労働省ホームページ 

(https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/judan/seinen12/index.html)
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訂　　正

月刊大阪弁護士会2021年９月号４頁（OPINION SLICE　大阪大学名誉教授真嶋潤子さんインタ
ビュー）に下記の誤りがありました。お詫びして訂正いたします。

【訂正後】

2010年ですが、宝塚市でブラジル出身の中

３の女の子が自宅に放火し、ブラジル人実母が

亡くなり、ブラジル人養父と半血きょうだいが

負傷した事件が起こりました。

【訂正前】

2010年ですが、宝塚市でブラジル出身の中

３の女の子が自宅に放火し、ブラジル人実母が

亡くなり、日本人養父と半血きょうだいが負傷

した事件が起こりました。

＜eラーニングのご案内＞

真嶋教授に講師をお願いした研修義務化対象講座『「わかりやすい日本語」をまなびませんか？』
（2021年６月28日実施）が当会eラーニングサイトに掲載されました。是非、ご視聴ください。

るだけなんだ、いつからでも変わる

ことができるんだということを是非

知ってほしいなと思います。関西で

も各種セミナー開催を強化してい 

ます。

セミナーでは同じ悩みを抱え克服

した先輩パパから、「自分も最初は

できなかったけれども、こういうふ

うに工夫したらうまくできて、親子

共々笑顔が増えたよ」とか、「妻と

もよくおしゃべりするようになって

夫婦仲がよくなった」といったリア

ルな話を聞くのがいいんです。

父親への支援は「男性から男性に

伝える」が鉄則です。ママ（女性）

から言われると、全部がお小言や恨

み節に聞こえてしまう。「夫は私が

言っても変わらない」というなら、

パパ講座にママが申し込んで、これ

に行ってきなさいと言ってあげれば

いいと思います。実際、ファザーリ

ング・ジャパンのセミナーは６割以

上がママが申し込んでいます。

―　離婚を妻から言いだされて

ショックを受けた依頼者に「パパ講

座を受講し、関係をつくり直して夫

婦で戻れないか模索しては？」とい

うアドバイスもありですね。

申し込んだママから「講座を受け

て夫が変わりました」といった感謝

のメールがたくさん来ます。

―　家裁の調停委員さんにも伝え

たいですね。今日は本当に貴重な時

間をありがとうございました。

2021年（令和３年）８月20日（金）

インタビュアー： 高 橋 幸 平
飯 島 奈 絵
奥 村 雅 美
安富あかね
菱 田 　 優
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